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四サイクルディーゼル機関の性能におよぼす

吸排気管系の影響について（第三報）
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1 ． 緒
一
一
一
一
三 ある。

機関の迎椎条件は，撫滴火'IIL動機恥励巡椎と戯荷

値lおよび3P.S・の滴火皿雌とし, l''l椎速度nl41()()()

~2000r.p.m.の範1件lとした。

吸紙符1そさLsは1 . 1, 2.(), 3.2mの3 ’剛(とし，

排女鞘:lそさLeは2.1m- -定とした。

符路途中に装世したオリフイス板は, 1i/さ3rnrn

の鋼板製で， その締り開l変を締')比K=a/Am

リフィス板のIINI IIAM/11:路断1緬械） とし, Kの仙

をl.() (締りなし), 0.75, 0.50, ().25の4jIMに選

んだ。

オリフィス板の装州立M'iは，機関I吸拭弁11111端から

の路離をQとし， 各I吸AW:1そさにおいて()から50cm

とびに変化させた。

データの終理では， これを無次ﾉc化しQ/Lsとし

て示した。

なお，吸欠1Itの測定および禰路内発生11ﾐﾉJ波の検

出は前報までとliij様である。

内燃機関の体械効率におよぼす吸排筑祷系の動的

特性について, I呵サイクル・ディーゼル機関を使川

して実験を行ない， その結果のいくつかをすでに本

紀要に報告している（本校紀要第10号，第13号）が，

これらはすべて単一吸排気横:系についてのものである。

実際の機関の場合には，吸気禰系ではその途中に

エアクリーナやキャブレータが，排気符系では消音

装置がそれぞれ取りつけられている。

これら智路系途中の附属装置は，機関としての必

需部品であるが，一般的には通気に流動抵抗を与え

る阻害要素となっていると考えられることから，吸

排気の作用に何らかの影郷をおよぼしていることが

十分に推察される。

とくに， ガソリン機関では，気化器の締り弁開l更

が機関の運転条件に対応して異なることから， ディ

ーゼル機関の場合に比べて吸気作用に対してより複

雑さを与えているようである。

このような見地から， 本実験では管路系途中の附

属装置の代りに金属製のオリフイス板を使用し， そ

の締り開度を変化きせるとともに取りつけの位祇を

も変えて， これらの吸排気におよぼす影響の度合を

体積効率値として整理するとともに，管路内発生圧

力波を検出し解析することによって明らかにしよう

と試みたものである。

なお，吸気管系の方が排気管系に比較して従来の

結果と同様，体積効率におよぼす影響度合が支配的

であったことを確かめたので，排気管系については

省略することとした。

3． 実験の結果と考察

無蒋火および満火負荷巡I卿寺におけるI吸良燗息1之さ

Ls, オリフイス板締り比Kおよびその位iiWの梛々

の組合わせにより行なった一連の実験結果のIl1から，

無着火と着火3p.s.M!膳時につきK=1.0 (締I)な

し）の場合を選び体械効率りひとu1膳速度nの関係

を示すと図一lのようになる。

ここに示された結果から， りじはそれぞれのLsに

対して無着火時に比べ着火負荷運転時にはnによる

傾向はほぼ同様であるが，一様に低い値を示してい

る。

このことについては，前報において詳しく解析し

その差異を明らかにしている。

Lsの違いに着目すると,Ls=3．2mの場合には低

2． 実験の装置と方法

供試機関は， これまでと同様ヤンマーNS-90て
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るが, nが大になるにしたがってKの大きい場合ほ

どその低下の度介は大きく表われる。

ついには､ Kの値の'1､さい場合ほどnによる減少

の度合が少ないことから，商回転域(n=1800r.p.m.)

で〃ひは逆転する結果となっている。

以上のようなりじのKによる傾向と差異を明らか

にするため、図－2の結果の中からn=1000と1800

r.p.m.の場合におけるI吸気符発生圧力波を検出して

,jミしたのが図－3と4である。

図－3に派した圧力波形から，吸気弁が開いてい

る期間にI11期している圧力波のサイクル数は, K値

には|則係なくほぼI司一 一であり、弁開き始めの時期

（バルプオーバラ･ソフ°）および弁の閉じ時期には正

の波が|司期し，吸拭の俄性および圧力波脈動による

正効果が期待できることを訳[ている。

しかし，圧力波の振幅（圧力の強きノはKの値の

小さくなるにつれて順次急激に減衰し， それだけ正

効果の度合が少なくなることから結局は, "UはK

の小さいほど低< ､ Kの大きなものほど高い結果と

なって表われる。

n=1000r.p.m.,Ls=3.2m,Le=2.1m, 2/Ls=1.00
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図－1 体積効率と吸気管長さ

l''l転域で〃Uの値かI"i<, !;.Ji速度になるにしたがっ

てばぱ‐様な減少の側lAlにある。

Ls=2.()mではo nの湘加につれてわずかに減少

しているが， はぱ横ばいと兇てよい。

Ls=1.1mと獅かい鳩合には,Ls=3.2mとlそい

ときとは逆にII.li lul極になるにしたがいりじの値は漸

墹している。

この結果, nによって刃〃におよぼすLsの腫蝿の

述いによる|頃li'lは逆推し, !|IMIllul !腰域で交叉するこ

ととなる。

このような結采となる毎．察については, I吸気杵に

オリフイス板を挿入し，締り比およびその位枇を変

化させて行なった実験結果の毎.察に含めて後述する

ことにする。

I叉1－2にオリフイス板の締り比Kを変化させた場

合の休械効率りひにおよぼす影押を，吸気符の踵さ

Ls=3.2m締り板の位笹@/Ls=1.0について示し

た。

ここに示された結果から, Kの値が小さくなるに

つれて低{Ill i權域ではnに無関係にりひは低下してい
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図－2体積効率と締り比 図－3 吸気管内圧力波線図
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いるが, nの'1､さい範1用ではf/Lsの'1､さい魁と．．

すなわち締り位樅が機関に近かいほと．〃"{4II.lj < , n

が大となるにしたがってその減少のI廷合は顕符にな

ってくる。

n=1800r.p.m.近傍では充全に刃uに対するf/Ls

の傾向は逆となり，途!|'l'l転域で変わ-｣ている． こ

のような傾IAlは, Kの他のいずれの場合にもl,il様て．

ある。

図－4においては, Kの値には無関係にバルブオ

ーバラ､ソプ時に正の圧力波が同期し吸気の作用に正

の効果を与えているが，弁閉止時に同期する圧力波

は負圧波で吸気の押し込み作用を阻祥している。

これはKの値の大きいほど圧力波振幅の大きいこ

とから， 負の効果が大きいことを愈味し, K他の'1、

さい場合には負効果が少ない結果， この1口l転数域で

は万〃の値が逆となる結果をもたらすことが明らかと

なる。

このような結果は， オリフイス板の位i繩の変化に

対しても変らないことから， しぼり比KはIn1転数、

とともに〃ひに大きな影騨を与えることがわかる。
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つぎに， 77〃におよぼすオリフイス板の位撹の影禅

を明らかにするため一連の実験結果の中から，吸欠

管長Ls=3.2mしぼり比K=0.25の場合を選び，

しぼI)位證2/Lsとの関係として示したのが図-5

である。

ここに示された結果から，全般的に見ると, @/Ls

に無関係にnの増大につれて－－様に〃Uは低下して

n=1800r.p.m., Ls=3.2m,Le=2.1m, 0/Ls=1.00
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図－5 体積効率と締り板位置 n(rpm）

n=1000r・p.m.,Ls=3.2m,Le=2.lm,K=0.25
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図－6 吸気管内圧力波線図図－4吸気管内圧力波線図
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Mdの結果を明確にするため、吸気祷内発生の圧

力波形をn=1000および1800r.p.m.の場合について

ボすと図－6と7のようになる。

ここに’Jくされた結果から, nの'j､さい場合には，

吸筑弁の開閉時にi!il期する禍;内庄力波は､ 2/Lsに

は無IMI係にいずれの場合にも吸筑作用の正効果を>J:

す形となっているが． f/Lsの'1､さくなるにつれて

｢E力波の減衰度合が大きく， その効果I変は少なくな

っている。

これに対してnの大きい塒介には、すべて吸菰弁

の閉じる時期に働庄波が|‘1期していて， 負の効果を

'Jﾐすようになっているが，上記I司様圧力波の減衰の

淵変は0/Lsの大となるにつれて大きくなる。

結局は負効果の度合は2/Lsの大きいほど大きく

受けることから，締り位洲が機関に近かいほど負効

果の度介が大きく，機関より遠くはなれるにしたが

ってその影抑は少なくなっている。

すなわち, 0/LsによりK他の大'1､の示す傾IAjは

nの商低によって逆に表われ, !|' IIII II'1転域で交叉す

る結果となる。

このような傾lhjは, LsJ<'Kの値のその他の組合

n=1800r.p.m.,Ls=3.2m,Le=2.1m,K=0.25

B.D・C T.D.C B.D.C T.D.C B.D.C T.D.C

わせによる実験においても同様であることからここ

では省略したい。

図－8は，吸父智長さLs=3．2rnの場合につきオ

リフイス板の締り比Kおよびその位置2/Lsが体横

効率〃Uにおよぼす影禅を回転数nに関連づけてま

とめて誠したものである。

ここに示された結果から, n=1000r.p.m.では

2/Lsの大きいほど， またK値の小さいほど〃〃の

減少I変が大きく表われている。

中II1転速度n=1400r.p.m.の場合には, 2/Lsの

大きいほど,K値の小さいほど低回転数のときと同

Ls=3.2m,Le=2.1m

-n=1000r.p．m. oK=0.75
-･-n=1400r.p.m. OK=0.50

------n=1800r・p･m･ OK=0．25
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図－8 締り比と位置の影響

様〃ひの減少傾向が見られるが， その減少の度合は

Kの大きいものほど少な< , Kの小さいものでは

C/Lsの小さいときは減少を, 4/Lsの大きな場合

には逆に若干ながらも増大する傾向を示している。

高回転速度n=1800r.p.m.の場合には,Kの値に

関係な< , 4/Lsの大きいほどりひはわずかながら

も増加し,Kの値の小さいものではその位置の大な

るにつれ増加の度合が著しく , C/Lsの大きな範囲

で逆となっている。吸気管内圧力波線図図－7
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向となり，途IIIII1挺域で性能曲線は交わる。

3）体械効率におよぼす締り板の締り比と位樅の

影弾は， 欄:内発′臘圧ﾉJ波に大きくノfイ『され， と

くにI王力波減少の度合か支配的な甥閃となって

いる。

終りに， 本災験を進めるに際して終始熱心に協ﾉﾉ

された当時学'kのlll l l惟之, I11･坂俊広．鈴木均．堀

部宏文，革階均．坂爪英適の柵耕に!蝶‘射します。

以上， 〃〃におよぼすオリフィス板のKとQの影

響はきわめて顕著に表われ， しかもLsおよびnの

変化にも対応してきわめて明確な傾li'lを持っている

ことがわかった。

これらのことから，実際の機関を迎転する場合に

はできるだけ上述のような結果に留意することが性

能の向上のため望ましいことと牙える。

’

4． 結 言
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